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令 和 ２ 年 ６ 月 ２ ９ 日 

      水 管 理 ・ 国 土 保 全 局 河 川 環 境 課 

「小規模河川の氾濫推定図作成の手引き」を公表 
 
 
 
 
 

洪水時における住民等の円滑かつ迅速な避難の確保のため、水防法第14条に基づき洪水予報河

川及び水位周知河川において洪水浸水想定区域を指定することとしております。しかし、令和元

年東日本台風等の水災害では、水位周知河川等に指定されておらず、水害リスク情報が公表され

ていない河川の氾濫による被害が発生するなど水害リスクの提供の課題が明らかになりました。 

水位周知河川等に指定されていない河川の氾濫による水害リスクを広く提供するためには、現

地測量データ等がない小規模な河川においても、氾濫により浸水が想定される範囲等を推定でき

る手法を確立する必要があります。 

このため、国土交通省では令和２年１月に「中小河川の水害リスク評価に関する技術検討会」

を設置し、このような河川の氾濫により浸水する範囲等を推定する手法を検討してきました。 

このたび、検討結果を「小規模河川の氾濫推定図作成の手引き」としてとりまとめましたので、

公表するとともに、都道府県に周知します。 

 

記 

１．公表資料 「小規模河川の氾濫推定図作成の手引き」 

２．掲載場所 国土交通省WEBサイト 

http://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/tyusyokasen/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】水管理・国土保全局 河川環境課 水防企画室  

企画専門官 大吉（内線：35453）、 係長 西（内線：35459） 

代表：03(5253)8111 直通：03(5253)8460 FAX：03(5253)1603 

国土交通省は、小規模河川における水害リスクに関する情報の整備を促進する
ため、「小規模河川の氾濫推定図作成の手引き」を公表します。 



◯航空レーザ測量データを用いて、河道及び氾濫原を概略的に測量
◯ 「流下型」「貯留型」「拡散型」の３種類の氾濫形態に分類することで、
計算の負担を軽減。

「小規模河川の氾濫推定図作成の手引き」の公表

◯ 令和元年東日本台風では、浸水想定区域図の作成が義務付けられていない小規模河川の氾濫により浸水被害が発生。
◯ 小規模河川では、氾濫計算に必要な河川横断データ等が計測されていない場合が多く、浸水が想定される範囲等の
計算に課題。

◯ これらの河川でも浸水が想定される範囲等を計算できるよう「中小河川の水害リスク評価に関する技術検討会」を開催
し、検討結果を「小規模河川の氾濫推定図作成の手引き」としてとりまとめ（令和２年６月）。

＜背景・課題＞

◯令和元年東日本台風

では、浸水想定区域図
の作成が義務付けられ
ていない小規模河川の
氾濫により浸水被害が
発生。

＜手引きの概要＞

＜検討会の概要＞

■第１回検討会（令和２年１月7日）
・簡易的な水害リスク評価手法の検討
・都道府県アンケート結果の報告

■第２回検討会（令和２年３月２５日）
・「小規模河川の簡易的な浸水想定図作成の手引き

（仮称）」素案を提示
■第３回検討会（令和２年５月２５日）
・「小規模河川の氾濫推定図作成の手引き
（仮称）」案をとりまとめ

×
×

×

洪水予報河川や水位周知河川
以外の河川の氾濫により浸水
被害が発生しているエリア

出典：静岡大学防災総合センター牛山教授レポートより

阿武隈川水系阿武隈川洪水浸水想定区域図

凡例
×：人的被害箇所

１章 総説（目的、適用範囲等）
２章 氾濫推定図作成のフローと

本手引きの対象範囲



令 和 ２ 年 ６ 月 ２ ６ 日 

水管理・国土保全局河川環境課 

  

 

地方自治体等によるマイ・タイムラインの取組を支援!! 

～「マイ・タイムラインかんたん検討ガイド」等を公表～ 

 
国土交通省では、マイ・タイムラインの更なる普及・啓発に向け、地方自治体の職員

や地域のリーダー等が、マイ・タイムラインの意義や重要性を、住民等に分かりやすく

伝えられるよう「マイ・タイムラインかんたん検討ガイド」等を公表いたします。 

 

○ 国土交通省では、マイ・タイムラインの作成・普及を促進させるための支援策として、全国の

自治体等でのこれまでの取組を踏まえ、避難の実効性を高める取組の要点等を取りまとめた実践

ポイントブックを作成することを目的に、令和元年８月に「マイ・タイムライン実践ポイントブ

ック検討会」を設置し、検討を進めて参りました。 

○ このたび、検討会での議論を踏まえ、検討結果を「マイ・タイムラインかんたん検討ガイド（以

下「本検討ガイド」という）」等としてとりまとめましたので、これらを公表するとともに、地

方自治体等に周知することで、地方自治体等によるマイ・タイムラインの取組を支援いたします。 

○ なお、本検討ガイドは、大河川の洪水を基本とした標準的なシナ

リオでの検討を主眼に置いており、マイ・タイムラインの次なるス

テージに向けた取組の深化を図るとともに、昨今の新型コロナウ

イルスの感染拡大防止に向け、「新しい生活様式」に沿ったマイ・

タイムラインの検討についても、促進を図って参ります。 

 

１．公表資料 

・マイ・タイムラインかんたん検討ガイド 

・マイ・タイムライン検討のためのワークショップの進め方 

【～ワークショップ虎の巻～】 

・マイ・タイムラインガイド【Ver.1.0】 

２．掲載場所 

国土交通省 WEB サイト 

https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/timeline/index.html 

 
【問い合わせ先】水管理・国土保全局 河川環境課 水防企画室 

課長補佐 西川  係長 大利 （内線：35454、35456） 

代表 03－5253－8111 直通 03－5253－8460 ＦＡＸ 03－5253－1603 

マイ・タイムラインかんたん検討ガイド



マイ・タイムラインかんたん検討ガイド ～マイ・タイムライン実践ポイントブック検討会とりまとめ～

○ マイ・タイムラインの作成・普及を促進させるための支援策として、全国の自治体等でのこれまでの取組を踏まえ、避難の実効

性を高める取組の要点等を取りまとめた実践ポイントブックを作成することを目的に、令和元年８月に「マイ・タイムライン実践

ポイントブック検討会」を設置し、令和２年６月に「マイ・タイムラインかんたん検討ガイド」等をとりまとめ。

◆ マイ・タイムライン実践ポイントブック検討会

◆ マイ・タイムライン検討のポイント

検討会開催状況

◆ とりまとめ概要（マイ・タイムラインかんたん検討ガイド等）

＜委員名簿＞

【委員】（◎：委員長、敬称略）

◎ 関 克己 公益財団法人河川財団 理事長

佐藤 翔輔 東北大学 災害科学国際研究所 准教授

鈴江 奈々 日本テレビ放送網 アナウンサー

関谷 直也 東京大学 大学院情報学環 准教授

知花 武佳 東京大学 大学院工学系研究科 准教授

山神 明理 NPO法人気象キャスターネットワーク気象予報士

山﨑 晴太郎 (株)セイタロウデザイン代表

河井 英隆 東京都大田区総務部防災支援担当課長

【オブザーバー】

内閣府防災担当

総務省消防庁防災国民保護・防災部

＜開催概要＞

【第１回】

日 時：令和元年８月29日（木）10:00～12:00

場 所：三田共用会議所 大会議室

議 題：地域の水害リスクの周知と｢マイ・タイムライン｣について

「マイ・タイムライン実践ポイントブック」をとりまとめるうえでの論点

【第２回】

日 時：令和２年５月20日（水）13:00～15:00（WEB開催）

議 題：マイ・タイムライン実践ポイントブック（案）について

マイ・タイムラインかんたん検討ガイド

マイ・タイムラインの作成にあたっては、住民が顔を合わせて話し合うワークショップを行うことが極めて効

果的という検討会での議論を踏まえ、「マイ・タイムラインかんたん検討ガイド」のほか、「マイ・タイムライン検

討のためのワークショップの進め方」、「マイ・タイムラインガイド」をとりまとめ。

○マイ・タイムラインかんたん検討ガイド

地方自治体の職員や地域のリーダー等マイ・タイムラインを

広める人が、ワークショップ等において、マイ・タイムラインの意

義や重要性についてわかりやすく伝えることができるようとりま

とめたもの。

○マイ・タイムライン検討のためのワークショップの進め方

【～ワークショップ虎の巻～】

市区町村が自らワークショップを開催できるよう、ワークショッ

プの主催者向けに、ワークショップの進行手順や用いる資料、

説明や問いかけをすべき事項などを具体的に示したもの。

○マイ・タイムラインガイド【Ver.1.0】

地方自治体の職員等が、住民等のマイ・タイムラインの検討

の促進を企画する際や、住民等の検討をサポートする際に、マ

イ・タイムラインについて詳しく学ぶためにとりまとめたもの。

マイ･タイムラインの検討は、洪水ハザードマップ等を用いて居住地などの自ら関係する水害リスクや入手

する防災情報を「知る」ことから始まり、避難行動に向けた課題に「気づく」ことを促し、どのように行動するか

を「考える」 場面を創出することが重要。



















・「流域治水」へ転換し、あらゆる関係者（国・都道府県・市町村・企業・住民等）により、地域の特性
に応じ、①氾濫をできるだけ防ぐ対策、②被害対象を減少させるための対策、③被害の軽減・早期復旧
・復興のための対策を総合的かつ多層的に推進
【これらの取組を円滑に進めるため、河川関連法制の見直しなど必要な施策を速やかに措置】

１．あらゆる関係者により流域全体で行う「流域治水」への転換

課

題

対

応

○ 気候変動による水災害リスクの増大に備えるためには、これまでの河川管理者等の取組だけでなく、流域に関わる関係者が、
主体的に取組む社会を構築する必要

○ 河川・下水道管理者等による治水に加え、あらゆる関係者※により流域全体で行う「流域治水」へ転換する※国・都道府県・市町村・企業・住民等

・河川・下水道管理者等による治水に加え、あらゆる関係者（国・都道府県・市町村・企業・
住民等）により流域全体で行う治水「流域治水」へ転換

・令和元年東日本台風で甚大な被害を受けた7水系の「緊急治水対策プロジェクト」と同様に、
全国の一級水系でも、流域全体で早急に実施すべき対策の全体像「流域治水プロジェ
クト」を示し、ハード・ソフト一体の事前防災対策を加速【全国の1級水系を対象に、夏頃
までに中間とりまとめを行い、令和２年度中にプロジェクトを策定】

・気候変動による水災害リスクの増大に
備えるためには、これまでの河川管理
者等の取組だけでなく、流域に関わる
関係者が、主体的に取組む社会を構築
する必要

・行政が行う防災対策を国民にわかりや
すく示すことが必要

■流域治水プロジェクト

②被害対象を減少させる①氾濫をできるだけ防ぐ

（氾濫水を減らす）[国・県]
「粘り強い堤防」を目指した堤防強化等

（安全に流す）[国・県・市]
河床掘削、砂防堰堤、雨水排水施設等の整備

（ためる）
[国・県・市、利水者]
利水ダム等において貯
留水を事前に放流し水
害対策に活用
遊水地等の整備・活用[国・県・市]

河川区域

（避難体制を強化する）[国・県・市]
河川水位等の長期予測の技術開発、
リアルタイム浸水・決壊把握

（経済被害の最小化） [企業、住民]
工場や建築物の浸水対策、BCPの策定

（住まい方の工夫）[企業、住民]
不動産取引時の水害リスク情報提供、
金融の活用等

（土地のリスク情報の充実）[国・県]
水災害リスク情報の空白地帯解消等

（支援体制を充実する）[国・企業]
官民連携によるTEC-FORCEの体制強化

（被害範囲を減らす）二線堤等の整備[市]

（よりリスクの低いエリアへ誘導）
土地利用規制、移転促進、金融による
誘導の検討等 [市、企業、住民]

集水域
氾濫域

（氾濫水を早く排除する）[国・県・市等]
排水門等の整備、排水強化

（ためる、しみこませる）[県・市、企業、住民]
雨水貯留浸透施設の整備、
田んぼやため池等の治水利用
※グリーンインフラ関係施策と併せて推進

集水域

③被害の軽減・早期復旧・復興

（対策

■「流域治水」への転換

※県：都道府県、市：市町村を示す
[ ]内は想定される対策実施主体を示す

○全国の1級水系において、河川対策、流域対策、ソフト対策から
なる流域治水の全体像をとりまとめ、国民にわかりやすく提示

・全国の１級水系（ダムがある99水系）毎に事前放流等を含む治水
協定を締結し、新たな運用を開始【令和2年出水期から】

・ 2級水系についても同様の取組を順次展開

■利水ダムの治水活用

■河川対策
■流域対策
（集水域と氾濫域）

■ソフト対策
・水位計・監視カメラ設置、
マイ・タイムライン作成 等

近年、各河川で発生した洪水に対応
・緊急治水対策プロジェクト（甚大な被害が発生した ７水系）
・流域治水プロジェクト（全国の1級水系において早急に
実施すべき事前防災対策を加速化）

気候変動を踏まえた河川整備計画等の見直し

・戦後最大洪水に対応する国管理河川の対策の必要性・効果・実施
内容※等をベースに、夏頃までに関係者が実施する取組を地域で
中間的にとりまとめ、早急に実施すべき流域治水プロジェクトを
令和2年度中に策定

※現行計画では、国管理河川で約7兆円の事業を実施中

雨庭の整備（京都市）

グリーンインフラの活用

自然環境が有する多様
な機能を活用し、雨水
の貯留・浸透を促進

★戦後最大（昭和XX年）と
同規模の洪水を安全に流す

浸水範囲（昭和XX年洪水）

★対策費用

（今後の水害対策の進め方）
１st

速やかに

気候変動の影響を反映した
抜本的な治水対策を推進
・治水計画の見直し
・将来の降雨量増大に備えた対策

2nd

【イメージ】

氾濫域



九州地方整備局

令和２年７月１０日

令和２年７月豪雨の概要と対応

（第２報）

【球磨川水系、筑後川水系、遠賀川水系、川内川水系、矢部川水系、本明川水系、

大淀川水系、肝属川水系、山国川水系、菊池川水系、大分川水系】

※本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります



１．気象・降雨の概要

○７月３日（金）から４日（土）にかけて、梅雨前線の活発な活動により九州南部の広範囲に強い雨域がかかり、
多くの雨量観測所で観測史上最多の日雨量を観測する記録的な大雨となりました。

天気図（7月4日 6時頃 気象庁ＨＰより）

1

※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

球磨川

川内川 多良木雨量観測所（国）
405mm(7/3 7:00～7/4 10:00)

第２報にて資料修正

1



１．気象・降雨の概要

○７月５日（日）から８日（水）にかけて、梅雨前線の活発な活動により九州北部の広範囲に強い雨域がかかり、
多くの雨量観測所で観測史上最多の日雨量を観測する記録的な大雨となりました。

1

※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

天気図（7月7日 3時頃 気象庁ＨＰより）

7/5 17:00～7/8 05:00累積レーダ雨量
（統一河川情報システムより作成した図を加工し、氾濫危険水位を超過した水系を黒色標記）

筑後川

大分川

下筌雨量観測所（国）
812mm(7/5 17:00～7/8 05:00)

由布院雨量観測所（国）
457mm(7/5 17:00～7/8 05:00)

遠賀川
英彦山雨量観測所（国）
376mm(7/5 17:00～7/8 05:00)

第２報にて資料更新

2



※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、
今後の調査で変わる可能性があります。

２．九州地方整備局管内の直轄管理河川の状況

１．河川出水状況（直轄河川）

２．一般被害

３．氾濫発生情報

○広範囲にわたる大雨の結果、九州内２０の一級水系のうち、
１０水系で氾濫危険水位を超過。

○氾濫の発生（レベル５）＜４水系＞

・球磨川、遠賀川、筑後川、大分川
○氾濫危険水位超過（レベル４）＜７水系＞
・川内川、矢部川、本明川、大淀川、肝属川、
山国川、菊池川

※現在水位は、避難判断水位以下まで降下

○球磨川水系
・決壊：２箇所、越水：３箇所、溢水：８箇所
○遠賀川水系
・溢水：１箇所
○筑後川水系
・溢水：１箇所
○大分川水系
・越水：１箇所

○球磨川氾濫発生情報
・発表時刻 令和２年７月４日５時５５分

○彦山川氾濫発生情報
・発表時刻 令和２年７月６日１５時５０分

○筑後川上中流部氾濫発生情報
・発表時刻 令和２年７月７日８時３５分
・発表時刻 令和２年７月８日１時００分
○大分川氾濫発生情報
・発表時刻 令和２年７月８日０時４０分

令和２年７月１０日１０時００分時点
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１０水系（球磨川、筑後川、大分川、山国川、大淀川、肝属川、川内川、矢部川、菊池川、本明川）において氾濫危険水位を超
える洪水が発生し、１４観測所において観測史上最高水位を記録しました。

３．水位の全体概要
第２報にて資料追加

※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

水系名 河川名 観測所名
球磨川 球磨川 萩原（はぎわら） 5.28 7月4日 12:20 4.70 （S40.7.3）

大野（おおの） 15.99 7月4日 14:30 ※2 14.73 （S57.7.25）
渡（わたり） 12.88 7月4日 7:30 ※2 11.00 （S57.7.25）
人吉（ひとよし） 5.07 7月4日 7:30 ※2 5.05 （S40.7.3）
大橋（おおはし） 7.25 7月4日 9:50 ※3
一武（いちぶ） 6.17 7月4日 7:30 ※2 4.32 （S57.7.25）
多良木（たらぎ） 4.04 7月4日 7:00 ※2 3.53 （H5.9.3）

筑後川 筑後川 片ノ瀬（かたのせ） 10.52 7月7日 11:00 10.30 （H29.7.5）
荒瀬（あらせ） 7.90 7月7日 9:10 7.35 （H24.7.14）
小渕（こぶち） 5.39 7月7日 8:30 4.61 （H30.7.7）
杖立（つえたて） 9.92 7月8日 0:00 9.36 （H2.7.2）

巨瀬川 中央橋（ちゅうおうばし） 3.08 7月6日 15:10 3.30 （R1.8.28）
大分川 大分川 同尻（どうじり） 6.40 7月8日 0:50 5.50 （H5.9.3）
山国川 山国川 柿坂（かきさか） 5.77 7月6日 16:00 8.41 （H24.7.14）
大淀川 大淀川 岳下（たけした） 5.04 7月6日 6:40 5.28 （H9.9.16）
肝属川 肝属川 王子橋（おうじばし） 4.31 7月6日 9:30 4.29 （H10.6.13）

串良川 豊栄（ほうえい） 5.44 7月6日 10:00 5.54 （H28.9.20）
川内川 羽月川 花北（はなきた） 7.76 7月4日 10:00 8.17 （H23.7.6）
矢部川 飯江川 安手橋（やすでばし） 6.15 7月6日 17:00 6.01 （H24.7.14）
菊池川 菊池川 玉名（たまな） 6.80 7月6日 23:40 6.85 （H2.7.2）

繁根木川 岩崎（いわさき） 1.98 7月6日 21:10 2.62 （S47.7.12）
木葉川 津留（つる） 5.73 7月6日 22:30 5.32 （H2.7.2）
上内田川 袋田（ふくろだ） 4.18 7月7日 6:30 5.10 （H2.7.2）
迫間川 隈府（わいふ） 2.15 7月8日 0:00 2.40 （H2.7.2）

本明川 本明川 裏山（うらやま） 3.79 7月6日 16:10 4.25 （S37.7.8）

※１ 赤字は今次出水により観測史上最高水位を超過したもの。
※２ この時刻以降、以前にて欠測あり。
※３ 危機管理型水位計。人吉観測所の水位（読み値）に換算。

今回最高水位（ｍ） 観測史上最高水位(m)
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